
２8号 

経済学者・ロストウは途上国の経済発展を遂げるた
めには初期段階において先進国が経済⽀援をすること
は⾮常に効果があるという。いわゆる「Take-Off（離
陸）」理論を唱えた。即ち、途上国が経済成⻑軌道
（即ち離陸）まで、技術的、経済的な後押しを先進国
がすべきであるという考えである。しかし、この理論
は「先進国の援助疲れ＝いくら援助してもさっぱり経
済成⻑がみられない」「先進国への過度な依存、従属
性の⾼まる⼀⽅で⾃⽴性の⽋如」、「第⼀次産業輸出
により⼯業化の失敗」等批判的な声が浴びせられた。
実際、アフリカ諸国等の多くは経済発展どころか国内
闘争を繰り返し、更なる国情不安が増したのである。 

しかし、近年のインド、中国をはじめとするアジア
の新興国の発展を⾒ると、先進国からの技術、海外投
資が同国の経済成⻑を促していることは確かである。
両国とも1990年代より本格的に社会主義的な鎖国政策
から資本主義的な経済解放政策に舵を切ってから、世
界が驚く程の経済成⻑を遂げている。どうしてこのよ
うなことを短期間に遂げられるようになったのか。そ
れは経済の⾃由化であったことは否めない。が、それ
だけでは無いように思える。 

1990年代までに、⼯業化を進めるに必要な⼈材がイ
ンド、中国には国の内外に多く存在したと云う事実で
ある。この豊富な⼈材の存在が⼤きなカギを握ってい
たと思う。⼀⽅、農村の発展のために必要な⼈材はど
うであったのか。離陸するにはまだ程遠い。何世紀来
の変わらぬ農村の⽣活⽔準、栄養不良、乳幼児死亡
率、妊産婦死亡率、未就学率の⾼さはアジアでも最悪
な数値にある。少なくても北インドのアラハバード県
の農村に於いては、「これから」という感がする。未
だに7割以上が住む農村の⼈々が「離陸」するまでこれ
からも後押しする必要がある。 
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１月３０日マエダ村で行われたアーシャ学校合同運動会 

 
●アーシャ定時総会・報告会のお知らせ 
2011年6⽉18⽇(⼟)にアーシャ定時総会・報告会を

予定しています。今回は現地スタッフの他、継続教育学
部有機農法実習農場責任者のサントシュさんも出席予定
です。場所は栃⽊県内を予定しておりますが、会場・開
催時間などは現在調整中です。正会員の皆様には後⽇、
ご案内をお送りいたします。現地の様⼦を直接聞ける貴
重な機会です。どなたでも参加できますので、ぜひご出
席ください。正会員以外の⽅で、参加を希望される⽅
は、会場等、詳細をお伝えいたしますので、お⼿数です
が下記事務局までご連絡ください。（総会の議決権は正
会員のみとなります） 

 
●インドハーブ⼊浴剤について 

たびたび会報でもご紹介しているこの⼊浴剤には、
ニーム、ローズ、レモングラス、ヒマラヤ岩塩が使わ
れています。１００％天然素材、農薬や加⼯物は⼀切
含まれていません。中でも、ニームの葉には⾼い殺菌
作⽤があり、肌を清潔にし、活性化させます。 

ニームの葉は農村の⻘年や⼥性たちが収穫し、イン
ドの太陽で乾燥させています。この⼊浴剤の⽣産によ
り、農村の⻘年・⼥性の雇⽤を増やすことができ、労
働報酬として現⾦収⼊を得ることができています。 

また⼊浴剤から得られた収⼊は、継続教育学部の農
村開発プログラムの活動・運営資⾦として運⽤され、
農村の⼈々の⽣活のために使われます。インドハーブ
⼊浴剤のお⾵呂を楽しんでいただくことが、農村の
⼈々への⽀援につながるのです。ぜひ⼀度お試しくだ
さい。１袋 4個⼊り、事務局にて特別価格５００円で
販売中です。 
卸購⼊のお問い合わせはミウラトレーディング
Tel:0566-96-1855  
Email: santoremm@aimnet.ne.jp 
〒446-0005 愛知県安城市宇頭茶屋町南裏68 まで 

 
●「囲炉裏を囲んでインドの話を聴こう」開催しま

した！ 

去る12⽉23⽇、福島県いわき市の農村⺠宿コー
ジーにおいて報告会が開催されました。参加者は２１
名。農家、有機野菜を購⼊されているお客様、医師、
教師、学⽣など、様々な分野からの参加がありまし
た。和やかな雰囲気の中、三浦孝⼦さんによる「⾚
ちゃんの栄養 インドと⽇本」の報告、チャイの作り
⽅講座に続き、三浦照男さんの「アジアで有機農業の
普及が難しいのはなぜか、インドの事例」の報告が⾏
われました。報告会の後は座談会が⾏われ、理事の佐
藤さんが栽培された有機野菜の鍋を囲みながら、イン
ドのことや有機農業の話題を中⼼に質問も⾶び交い、
イベントは⼤盛況となりました。イベントを主催して
下さったアーシャ理事の佐藤さん、会場の準備・⾷事
の⽤意・⽚付けなど、ご協⼒くださいました皆さま、
本当にありがとうございました。 

 
●アーシャのホームページ更新！  
www.ashaasia.org （ASHA ホームページ） 
http://ccnfe.exblog.jp/（ASHA ブログ） 
 
今回の更新作業はアーシャ理事の佐藤さんが担当し

てくださいました。ブログ「アーシャの⾵」も町上さん
が現地より随時更新中。ぜひご覧ください！これからも
最新情報や現地採⽤情報などをお届けします。 

 
●会費納⼊者、寄付者名簿は今期多数頂きましたの

で別紙にてお知らせいたします。ご参照下さい。皆様の
温かいご⽀援に感謝申し上げます。 
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